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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

慶
應
義
塾
の
起
源
と
な
る
江
戸
・
鉄
砲

洲
（
現
在
の
中
央
区
明
石
町
）
中
津
藩
中

屋
敷
内
の
蘭
学
塾
で
、
福
澤
諭
吉
と
塾
生

た
ち
は
寝
食
を
共
に
し
て
学
ん
だ
。
義
塾

の
寄
宿
舎
の
歴
史
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

や
が
て
各
地
か
ら
優
秀
な
若
者
が

多
数
集
ま
る
と
従
来
の
寄
宿
舎
で

は
手
狭
と
な
り
、
１
８
６
８
（
慶

応
４
）
年
に
芝
新
銭
座
へ
移
転
。

新
し
い
寄
宿
舎
は
、
自
治
会
規
則

な
ど
「
独
立
自
尊
」
の
考
え
を
踏

ま
え
た
塾
生
の
自
治
が
大
き
な
特

色
だ
っ
た
。

　

明
治
維
新
後
、
塾
生
数
が
急
増

し
た
塾
舎
は
、
現
在
の
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
地
、
旧
島
原
藩
中
屋
敷

に
移
転
し
た
。
屋
敷
の
一
部
を
利
用
し
た

寄
宿
舎
は
す
ぐ
に
収
容
定
員
を
超
え
、
さ

ら
に
増
築
。
こ
れ
は
昔
の
屋
敷
を
改
造
し

た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
当
時
の
最
高
水

準
の
近
代
的
建
物
と
し
て
新
橋
停
車
場
な

ど
の
模
範
と
な
っ
た
建
築
と
い
わ
れ
て
い

る
。
日
本
初
の
消
費
組
合
（
現
在
の
生
協

に
相
当
）
が
生
ま
れ
た
の
も
こ
の
寄
宿
舎

だ
っ
た
。

　

１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
、
三
田
山
上

北
側
（
旧
幼
稚
舎
の
敷
地
）
に
４
０
０
人

を
収
容
す
る
新
寄
宿
舎
が
竣
工
し
た
。
や

は
り
塾
生
に
よ
る
自
治
が
行
わ
れ
、
教
職

員
も
塾
生
も
寮
生
と
し
て
平
等
に
扱
わ
れ

て
い
た
。
設
備
と
し
て
浴
室
の
ほ
か
、
理

髪
室
や
娯
楽
室
を
完
備
。
寝
室
に
は
ベ
ッ

ド
と
ス
チ
ー
ム
式
の
暖
房
が
置
か
れ
、
日

照
と
通
風
に
配
慮
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
特

に
衛
生
面
に
注
意
が
払
わ
れ
た
。

　

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
、
医
学
部
設

置
計
画
に
よ
り
、
寄
宿
舎
は
広
尾
の
福
澤

別
宅
（
現
在
の
幼
稚
舎
の
あ
る
天
現
寺
）

へ
移
転
し
た
。
大
食
堂
、
浴
場
、
図
書
室
、

理
髪
室
な
ど
を
完
備
し
た
当
時
最
高
水
準

の
こ
の
寄
宿
舎
は
、
約
20
年
に
わ
た
っ
て

塾
生
活
動
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。

　

１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
、
今
度
は
三

田
に
あ
っ
た
幼
稚
舎
を
天
現
寺
の
寄
宿
舎

敷
地
に
移
す
こ
と
に
な
り
、
予
科
校
舎
が

完
成
し
た
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
寄
宿
舎

新
築
が
決
定
。
翌
年
完
成
し
た
の
が
日
吉

寄
宿
舎
で
あ
る
。
建
築
家
・
谷
口
吉
郎
の

設
計
に
よ
る
建
物
は
、
北
寮
・
中
寮
・
南

寮
の
３
棟
と
炊
事
室
・
浴
室
・
娯
楽
室
を

含
む
別
棟
か
ら
な
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

「
独
立
自
尊
」
を
踏
ま
え
た

塾
生
の
自
治
に
よ
る
寮
生
活

福
澤
別
宅
を
経
て

日
吉
に
大
型
寄
宿
舎
が
誕
生

学
生
寮
に
込
め
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統

「
慶
應
義
塾
の
寄
宿
舎
は
慶
應
義
塾
そ
の
も
の
で
あ
る
」

こ
れ
は
、
戦
前
に
法
学
部
長
を
務
め
た
板
倉
卓
造
の
言
葉
で
あ
る
。

幕
末
の
学
塾
か
ら
続
く
慶
應
義
塾
の
学
生
寮
は
、
単
に
学
生
が
寝
起
き
す
る
場
所
で
は
な
く

「
独
立
自
尊
」「
半
学
半
教
」
を
実
践
す
る
教
育
の
場
と
し
て
の
役
割
を
有
し
て
い
る
。

世
紀
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
義
塾
に
お
け
る
学
生
寮
の
伝
統
と
考
え
方
を
紹
介
す
る
。

三田山上寄宿舎（明治 33 年竣工）
福澤研究センター提供
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キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
と
同
様
に
、
連
合
国

軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に

よ
り
接
収
さ
れ
た
。

　

多
く
の
若
者
に
学
び
の
場
を
提
供
す
る

慶
應
義
塾
に
と
っ
て
寄
宿
舎
の
確
保
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
吉
が
Ｇ
Ｈ

Ｑ
に
接
収
さ
れ
て
い
る
間
は
生
田
、
府
中
、

杉
並
、
小
金
井
な
ど
、
戦
後
設
置
さ
れ
た
各

地
の
仮
校
舎
近
辺
に
寄
宿
舎
を
用
意
し
た
。

　

そ
し
て
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
、
よ

う
や
く
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
接
収
が
解
除

さ
れ
た
。
慶
應
義
塾
は
早
速
中
寮
を
復
活

さ
せ
、
翌
年
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
残
し
て
い
っ

た
４
棟
の
通
称
「
カ
マ
ボ
コ
兵
舎
」
も
寄

宿
舎
と
し
て
開
放
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
に

は
２
名
の
女
子
塾
生
も
入
舎
し
て
い
る
。

伝
統
を
保
持
し
つ
つ
も

進
化
・
多
様
化
す
る
学
生
寮

　

現
在
、
慶
應
義
塾
に
は
日
吉
寄
宿
舎
の

ほ
か
、
下
田
学
生
寮
、
大
森
学
生
寮
、 

綱

島
学
生
寮
、
元
住
吉
宿
舎
、
日
吉
国
際
学

生
寮
、
元
住
吉
国
際
学
生
寮
、
綱
島
Ｓ
Ｓ

Ｔ
国
際
学
生
寮
、
高
輪
国
際
学
生
寮
、
湘

南
藤
沢
国
際
学
生
寮
、
そ
し
て
湘
南
藤
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
に
今
春
オ
ー
プ
ン
の
Ｈイ
ー
タ

ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
と
い
っ
た
11
の
寮
と
、
ほ
か
に
２

つ
の
留
学
生
専
用
寮
が
あ
る
。

造
。
全
寮
の
暖
房
は
最
新
式
の
パ
ネ
ル
・

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
床
下
温
水
暖
房
）
を
採

用
し
、
水
洗
式
装
置
の
ト
イ
レ
が
各
階
に

備
え
ら
れ
て
い
た
。
相
部
屋
だ
っ
た
当
時

の
寮
の
常
識
を
打
ち
破
る
個
室
の

居
住
環
境
を
実
現
し
、
各
寮
に
各

１
名
配
置
さ
れ
た
舎
監
・
副
舎
監

計
６
名
の
う
ち
必
ず
１
名
は
医
師

を
置
い
た
と
い
う
こ
と
も
特
徴
的

だ
っ
た
。

　

日
吉
寄
宿
舎
で
の
生
活
は
朝
７

時
起
床
、
７
時
半
に
は
全
員
が
そ

ろ
っ
て
朝
食
。
昼
食
も
寮
で
済
ま
せ
、
授

業
に
戻
る
と
い
う
規
則
正
し
い
も
の
。
門

限
は
23
時
で
無
断
外
泊
に
つ
い
て
は
厳
し

か
っ
た
。
浴
場
に
は
展
望
風
呂
（
通
称
ロ

ー
マ
風
呂
）
が
併
設
。
綱
島
ま
で
広
が
る

桃
畑
が
一
望
で
き
た
。
そ
し
て
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
屋
が
来
て
、
塾
生
は
月
末
精
算
方

式
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

戦
中
・
戦
後
の
苦
難
を
経
て

日
吉
寄
宿
舎
が
再
ス
タ
ー
ト

　

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
、
第
２
次
世

界
大
戦
の
戦
況
悪
化
に
伴
い
、
日
吉
寄
宿

舎
は
閉
鎖
。
戦
時
中
は
海
軍
連
合
艦
隊
総

司
令
部
の
上
級
将
校
の
宿
舎
だ
っ
た
寄
宿

舎
の
建
物
は
、
戦
後
に
な
っ
て
他
の
日
吉

　

こ
れ
ら
学
生

寮
は
、
自
治
の

伝
統
と
と
も
に
、

現
在
は
国
や
地

域
、
学
部
や
学

年
を
超
え
た
交

流
を
通
し
て
、

塾
生
が
多
様
な

価
値
観
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
点

を
身
に
付
け
る
場
で
あ
る
こ
と
を
志
向
し

て
い
る
。
一
部
の
寮
で
は
「
Ｒ
Ａ
（
レ
ジ

デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
制
度
」
を
導

入
し
た
。
Ｒ
Ａ
と
は
同
じ
寮
に
住
む
留
学

生
の
生
活
支
援
を
す
る
塾
生
の
こ
と
。
慶

應
義
塾
が
日
本
で
初
め
て
導
入
し
た
と
い

わ
れ
る
こ
の
Ｒ
Ａ
制
度
の
根
底
に
は
留
学

生
支
援
を
通
し
て
自
身
も
学
び
、
成
長
す

る
「
半
学
半
教
」
の
精
神
が
あ
る
。

　

学
生
寮
は
「
独
立
自
尊
」「
半
学
半
教
」

の
実
践
の
場
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
の
目
的

で
あ
る
「
気
品
の
泉
源
、
智
徳
の
模
範
」

た
る
「
全
社
会
の
先
導
者
」
を
生
み
出
す

場
で
も
あ
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
「
慶
應
義

塾
の
寄
宿
舎
は
慶
應
義
塾
そ
の
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
言
葉
は
、
す
で
に
そ
う
し
た

考
え
方
が
明
治
期
よ
り
根
付
い
て
い
た
証

拠
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

広尾寄宿舎 自修室　
福澤研究センター提供湘南藤沢国際学生寮

綱島SST国際学生寮のフードパーティー（2020年1月）


